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短日と云ふはつくづく日短 2019.11.23

短日に夜の帳の濃かりけり

短日に夜の帳の濃紫

2019.11.24

短日の終点電車軽くなる 2019.11.24

日も人も急かるるままに日短 2019.11.24

天の日も急かるるままに日短 2019.11.28

短日を詫びるが如く灯りたる 2019.11.24

短日を詫びるが如く灯が点る

短日の謝罪の如く点灯す

短日を詫びるが如く巷の灯

短日を詫びるが如くビル灯る

2019.12. 2

短日の布団売場は上の階

短日の布団売場は上の方

短日

短日の布団売場はもつと上

2019.11.24

冷たし 蹼は朱く冷たく水の中 2019.11.30

立てて売る箒熊手や神無月

逆立てて売るや熊手の神無月

売られをる逆立ち熊手神無月

店頭の逆立ち熊手神無月

神無月

逆立てて熊手を売るも神無月

2019.11.24

小春日や勝者の如く婆二人

小春日や勝利の如く婆二人

2019.10.20

一昨日は小春日和でありしかな

週末は小春日和でありしかな

一昨日は小春日和でありしこと

一昨日の小春日和も早遠し

一昨日の小春日和もはや遠し

2019.11.15

小春

膝に来て眠れる猫の小春かな 2019.11.24

シャッターに十一月の小窓あり

シャッターに十一月の小窓かな

2019.11.12十一月

雲早し十一月を終るべく 2019.11.24

十二月 コンクリの中の鉄筋十二月 2019.11.18

木枯に外売り熊手逆立てて

木枯に熊手を売るや逆立てて

木枯に逆立てて売る熊手かな

2019.11.24

木枯に売るや箒を逆立てて

木枯

木枯に逆立てて売る箒かな

2019.11.30

沢庵を雪の露西亜は知らざりき

沢庵は雪の露西亜になかりけり

雪

沢庵を噛んで露西亜に雪籠

2019.11.24

風邪熱の抜けて芯から疲れけり

風邪熱の抜けて芯からぐつたりと

風邪

風邪抜けて行けば芯からぐつたりと

2019.11.24

熱血の鯛焼を食ふ男かな鯛焼

情熱の鯛焼を食ふ男かな

2019.11.24

手袋はもしや眠れる猫の下 2019. 4.25手袋

風船は空に手袋は枯野道 2019.11.29

毛布 電気から力を得たる毛布かな 2019.11.26

湯豆腐に散りぬるれんげ花模様湯豆腐

湯豆腐に散りぬるれんげ穴模様

2019.11.24

ラグビ 土手を行くラグビー部次柔道部 2019.11.12

太陽に世間に向けて布団干す

干布団太陽に向け世間にも

わが身より大きな布団干しにけり

干布団

わが身より大きな布団庭に干す

2019.11.12

シャッターから入れる郵便神の旅神の旅

シャッターに小窓ありけり神の旅

2019.11.12

凍鶴の冷たき水を飲みにけり 2019.11.27

凍鶴の氷の水を飲みにけり 2019.11.28

凍鶴

凍鶴は氷の水を飲みにけり 2019.11.29

水鳥の水の中なる素足かな

水鳥の水の中なる素足冷ゆ

水鳥の冷たき水に素足かな

水鳥は冷たき水に素足かな

2019.11.28

水鳥は冷たき水に素足なり 2019.11.29

水鳥の水に働く素足かな

水鳥や素足のままに水を掻く

水鳥や素足のままに泳ぎをる

水鳥や素足のままに水に浮く

水鳥や素足のままに流れゆく

水鳥や素足のままに水の上

2019.11.30

蹼の掻かねばならぬ水冷た 2019.11.29

水鳥の冷たき顔を上げにけり

水鳥の冷たき水を飲みにけり

水鳥の冷たき水に浮かびをる

2019.11.27

水鳥の冷たき水に頭を入れて

水鳥の冷たき水に頭入れ

2019.11.28

水鳥

水鳥の冷たき水に逆立てる 2019.11.30

落葉 赤や黄の面影のある落葉かな 2019.11.24
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青首は花形大根山積に 2019.11.24大根

清白と書いてやりたる大根かな 2019.11.24

雀らの葱は食はねど葱畑 2019.11.24葱

雀来てさてもさてもの葱畑 2019.11.28

帰り花 転々と借家住ひや帰り花 2019.11.15

硝子戸の外の熊手も師走かな

硝子戸の外に師走の熊手売る

師走

硝子戸の外売り熊手師走かな

2019.11.24


